
四

着
工
日
等
（
第
三
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
事
前
調
査
を
行
っ
た
場
合
に

あ
っ
て
は
、
設
計
図
書
等
の
文
書
で
確
認
し
た
着
工
日
及
び
設
置
日
）

五

事
前
調
査
を
行
っ
た
建
築
物
、
工
作
物
又
は
船
舶
の
構
造

六

事
前
調
査
を
行
っ
た
部
分
（
分
析
調
査
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
分
析
の
た
め
の
試
料
を
採
取
し
た

場
所
を
含
む
。）

七

事
前
調
査
の
方
法
（
分
析
調
査
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
分
析
調
査
の
方
法
を
含
む
。）

八

第
六
号
の
部
分
に
お
け
る
材
料
ご
と
の
石
綿
等
の
使
用
の
有
無
（
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
石
綿
等

が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
含
む
。）及
び
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と

判
断
し
た
材
料
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
判
断
の
根
拠

九

第
二
項
第
二
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
材
料
の
有
無
及
び
場
所

６

事
業
者
は
、
解
体
等
の
作
業
を
行
う
作
業
場
に
は
、
次
の
事
項
を
、
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
が
見
や
す
い

箇
所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
次
条
第
一
項
の
作
業
を
行
う
作
業
場
に
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
の
写
し

を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

事
業
者
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
を
行
う
作
業
場
に
は
、
次
の
事
項
を
、
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者

が
見
や
す
い
箇
所
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

調
査
終
了
日

一

第
一
項
の
調
査
（
前
項
の
調
査
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
二
項
の
調
査
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）

を
終
了
し
た
年
月
日

二

前
項
第
六
号
及
び
第
八
号
に
規
定
す
る
事
項
の
概
要

二

第
一
項
の
調
査
の
方
法
及
び
結
果
の
概
要

７

第
二
項
第
二
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
材
料
に
つ
い
て
は
、
目
視
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た

と
き
に
、
事
前
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
作
業
計
画
）

（
作
業
計
画
）

第
四
条

事
業
者
は
、
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
解
体
等
対
象
建
築
物
等
（
前
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に

よ
り
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。）の
解
体
等
の
作
業
（
以
下
「
石
綿
使
用

建
築
物
等
解
体
等
作
業
」
と
い
う
。）を
行
う
と
き
は
、
石
綿
に
よ
る
労
働
者
の
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
、
作
業
計
画
を
定
め
、
か
つ
、
当
該
作
業
計
画
に
よ
り
石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条

事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
作
業
を
行
う
と
き
は
、
石
綿
等
に
よ
る
労
働
者
の
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
、
作
業
計
画
を
定
め
、
か
つ
、
当
該
作
業
計
画
に
よ
り
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

一

石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
建
築
物
、
工
作
物
又
は
船
舶
の
解
体
等
の
作
業

（
削
る
）

二

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
石
綿
等
の
封
じ
込
め
又
は
囲
い
込
み
の
作
業

２

前
項
の
作
業
計
画
は
、
次
の
事
項
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
作
業
計
画
は
、
次
の
事
項
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
の
方
法
及
び
順
序

一

作
業
の
方
法
及
び
順
序

二

（
略
）

二

（
略
）

三

石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
を
行
う
労
働
者
へ
の
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
ば
く
露
を
防
止
す
る
方
法

三

作
業
を
行
う
労
働
者
へ
の
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
ば
く
露
を
防
止
す
る
方
法

３

（
略
）

３

（
略
）

（
事
前
調
査
の
結
果
等
の
報
告
）

第
四
条
の
二

事
業
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
工
事
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
電
子
情
報
処
理

組
織
（
厚
生
労
働
省
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
、
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
行
う
者
の
使
用
に
係
る

電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。）を
使
用
し
て
、
次
項
に
掲
げ
る

事
項
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

建
築
物
の
解
体
工
事
（
当
該
工
事
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
も

の
に
限
る
。）

二

建
築
物
の
改
修
工
事
（
当
該
工
事
の
請
負
代
金
の
額
が
百
万
円
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）

三

工
作
物
（
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
お
そ
れ
が
高
い
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
限

る
。）の
解
体
工
事
又
は
改
修
工
事
（
当
該
工
事
の
請
負
代
金
の
額
が
百
万
円
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）
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